【永久より彼方に　Ⅴ】


---　人が最期に見る景色は、どんな景色なのだろう？
ロ・ガイは、以前みた映画の台詞を、ふと思い出した。
いつ観たのか何の映画だったのかは覚えてはいなかったが、
たしかこんな感じだった、この言葉だけはハッキリ覚えていた。
「お前達は数日の間、ハワイにでも行っていてくれ。」
ハウは妻にそういうと、妻の唇に軽く口付けた。
妻は黒社会の大ボスの妻らしからぬ、儚い表情で彼を見つめた。
それを、ハウは宥める様に彼女を胸に抱き、彼女の背を撫でた。
何かあればすぐに家に来るハウの実姐の方が余程マフィアの妻らしい。
が、ハウの妻もさすが、亡き先代が選んだ妻、
外見とは裏腹に裡には芯が通っていて、すぐに凛とした表情で、
「娘と、貴方のお帰りをお待ちしていますわ。」
と、優雅な声で言うと、書斎を出て行った。
ハウはそれを見送ると、書斎に二人きりになったロ・ガイに言った
「14日、先週伝えておいた、大事な取引があるから、よろしく。」
ロ・ガイは頷きながら、ふと思い当たる。
14日はクワンの命日だと。その途端、胸に起こるざわめきは
いつになく激しいものだった。
「お前に出会ってもう7年なんだな…」
ハウは呟く様にそういった。
ロ・ガイは、いつもの様に無口なままで、ハウの言葉を聞いていた。
「何故だろう、最近…妙にお前と出会った頃の事を思い出す。
あの頃、私はこの家を、父を、正直なところ鬱陶しいと思っていた。
家族が嫌いなわけではなく、ただ、父のやっている家業が嫌いだった。
しかし、兄は、逃げた。医者と言う家業に逃げたのだ。
阿義はまだ子供でそれほど優秀ではなかったし、
必然的に私が、父の跡を継ぐことに決まっていた。
その為に、父は私に”孝”という名をつけたのかもしれないとさえ思ったよ。」
ハウは、そこまで言うと、眼鏡を外し、いつもの席から立ちあがる。
ロ・ガイに、ソファに座る様に促すと、自らテーブルの上の酒を注いでロ・ガイに渡した。
ロ・ガイは、少し恐縮な面持ちでそれを受け取り、唇を濡らした。
「私は…本当はンガイ家の為とはいえ、
いつ壊れるか知れない暗い世界を歩くのは…
いつか…表の世界に戻りたいんだよ。黒社会が、本当は…」
そこまで吐き出す様に言ったが、ハウは最後の言葉を飲み込み、
自嘲の表情を浮かべるとロ・ガイを見つめた。
「私は、弱い人間だ。本当はお前がいないと、今でも崩れそうになる。」
ロ・ガイは、隣りに座っていたハウの肩をそっと抱き寄せ、
彼を、胸に抱きしめた。
そのまま、ハウは瞼を閉じ、ロ・ガイの胸の鼓動を聞いた。
少しの沈黙が、二人を包む。
それから、その沈黙を破ったのはハウ。
「こんな風に、弱音が言えるのはお前だけだ。」
そういって、見上げたハウに、
ロ・ガイは思わず、何か言おうと口を開いたが
その唇をハウに塞がれた。

ただ、二人の吐息が交じり合う様に重なり、
重い暗闇に、熱が篭る。
ハウは、ロ・ガイに力強く抱きしめて欲しいと
縋る様に、彼の背に回した腕に力を込めた。
今は、ただ、出会った頃の様に、二人でその肌の温もりを貪る。
時折交わされる笑みの中に、ほんの少し、悲しみが混じる。
しかし、それを何故と問う事はしない。
してはいけないのだと、何故か解っていた。
--　お前は、私のものだ。そうだよな？
ロ・ガイは、ハウに投げ掛けられた、いつかの言葉を思い出す。
そして、思う
…　この人を救えるのは、俺ではなく…お前だ…ヤン。


ヤンはバスで先日、ンガイ家で集めた情報をウォンsirにまとめて渡した。
もうじき、この日々が終わってくれるはずだと、
それだけを思っていた。
ルクは言う「お前に、実の兄が逮捕できるのか」と
ヤンはそれを、馬鹿馬鹿しいと言ったように
「俺は…警官だ」
そう、声にだして答えた。
アレは”兄”ではない。
黒社会の人間で、家族と私利私欲のためなら血も涙も無い男だ。
そう、思う。
この数年間、一緒に居たとしても愛する事なんて出来なかった。
黒社会を、ンガイ家を許す事なんて出来なかった。


そして、運命の歯車は止まらない。
例え、誰かが死んだところで、何一つ変わらない。
ギスギスと鈍い音をたてながら、永遠に回りつづける。
そして、またひとつ…静かに、激しく、時間が過ぎて行く…。

ヤンはバスでウォンに情報を渡した時から簡単に考えていた。
これで全てがおわるんじゃないか？と。
それはルクの言葉に対しての返事への自信だった。
ただのチンピラのような、男妾のような生活に別れを告げられるかもしれない。
父の命日。
ヤンにとって4年前に運命が狂った日。
しかし、4年後の今日はそれを元に戻せるかもしれない。…期待。
そうなれば、メイの所へだって…。やりなおすのだ。何もかも。
初めから、ゆっくりと。

けれども、1時間ほどの短い間にそれは全て打ち砕かれた。
署内で簡単に拘留されていたヤンとロ・ガイの前に、
事情聴取を終えたハウが、顔色ひとつ変えずに戻ってきた。
「どうやら、警察は何か勘違いをしていたようだ。さぁ、帰ろうか…」
平然とそう言い放つハウに、ヤンは驚きを胸に隠し、曖昧に微笑んだ。
しかし、それが本当に笑みになっていたのか、ヤンには解らなかった。
車の中で、ハウはヤンに問い掛ける
「父さんを誰が殺したか…知りたいか？」
「え？」
思わず、後部座席を振りかえったヤンに、ハウは意味深な笑みを浮かべただけだった。

そして、ヤン待っていたのは、硝煙の臭いと、むせるような血の匂い。
大きく口を開けた焼却炉は、地獄への入り口のようだった。
先ほどまで、息をして必死に命乞いをしていた男達は今はただの肉の塊だった。
「4年前…私はチャンスをやった…」
ハウはヤンの目を見つめてそう、切り出した。
「お前なら…どうする？」
そして、銃声が響いた…。
いつもは自ら手を下す事の無い、ハウの手の中の銃が、何度か火を吹く。
その時、自分の目の前で崩れるロ・ガイの身体から、ヤンは視線を外す事が出来なかった。
血溜まりの上に投げ出される、盗聴器。人の焼ける匂いと赤い炎。
つきつけられた光景は、あまりにリアル過ぎて、
ヤンには夢の中の光景のようだった。
そして、不意に襲ったもう一発の銃声と、ヤンの肩を襲う激痛。
痛みが、この世界が現実だとそう、叫んでいた。


「ヤン、大丈夫か？」
目が覚めた時、ヤンはハウのベッドで寝ていた。
「弾が掠っただけのようだ。傷は残るが、後遺症の心配は無い」
そう言って、心配そうにハウがヤンを見つめる。
病院に運ばれる前、ヤンは盗聴器を誰にもわからないように捨てた。
だから、こうして生きているのだ。
ベッドの上に無造作に投げ出されていたヤンの手を、ハウの両手が包む。
「ありがとう、ヤン」
さすがのハウも、少し、疲れているようだった。
ふと、部屋を見渡す…。
そして、そこにロ・ガイの姿が無い事に改めて気がつく。
あれは、全て現実。
「浄玻璃の鏡を、知っているか？」
ヤンの手を握ったまま、ハウは問う。
「名前を、きいた事しか…」
そう答えたヤンに、ハウは少し微笑んで、そして眼を閉じた
「地獄に落ち、泰山府君に会う前にその鏡を見るんだそうだ。
そこには、己の真実の姿が映し出されるのだと…。
彼等は、一体どんな姿をしていたんだろうな？」
不意にヤンの手に濡れた感触。
ハウを見ると、閉じた瞳から…一筋の涙の痕。
たぶん、ハウは、自分が涙を流した事にさえ、気づいていない。
ハウが眼を開ける。
そして、何も答えないヤンに少し寂しげな視線を送ってから、
それを逸らし、遠くを見つめ、そして呟く。
「けれど、私には、己にその時がきたとき、鏡を見る勇気が…ない。」

---　その視線は、とても暗くて深い業を背負い、あまりに遠い世界を見ていた。

